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（前略） 

そして、幸中全体として進化していること。それは生徒会役員選

挙の時にも伝えましたが、「あいさつ」です。声の大きさだけでな

く、笑顔や目を合わせて、少し離れたところから、背中ごしに、な

ど幸中生のあいさつは確実に良くなっていると感じています。なか

でも私自身は、目を合わせてにっこり挨拶をしてくれることがすご

く増えたとうれしく思っています。ぜひ、もっともっと進化してい

くことを願っています。 

では、次に、夏休みに意識してほしいことについて話します。毎

回、同じことを言いますが、それは、「命を大切にすること」です。

自分の命も、他人の命もです。 

特に気を付けてほしいのは、自転車での事故です。車との事故で

被害者となる可能性もあるでしょう。逆にルール違反が原因で加害

者となる事故も起こす可能性もあるでしょう。まさに自分の命を守

ることと、相手の命を守るための両面で、交通ルールを守ることが

大事です。飛び出しをしないこと、ヘルメットのあご紐をきっちり

締めてかぶること、横に並んで走ったり、スピードを出し過ぎたり

する危険な乗り方をしないことは最低限のルールです。 

（中略） 

さあ、長い夏休みが始まります。命は傷つけるものではなく、部活

動、勉強、遊び、自分の得意なことで輝かせるものです。今年の２学

期には、幸中の一大イベントである「幸中祭」に加えて、先日、池田

先生から紹介のあった「研究発表会」という多くの先生方が幸中生の

授業を見に来られるイベントが、１０月２８日にあります。私は、幸

中生の命輝く姿を広める大チャンスだと思っています。夏休みに素敵

な思い出を作り、かけがえのない体験をいっぱいして、たくましくな

った命輝く姿を２学期の始業式で見せてください。楽しみにしていま

す。 
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